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　12月１日（火）に、碓氷峠の森公園交流館「峠の湯」
がオープンしました。午前10時からのオープンに伴い、
お客さんが列を成すなか、記念式典やミニコンサート、
太鼓演奏などが行われ、オープンを盛り上げました。
新しい設備も充実しておりますので、皆さんお誘いあ
わせのうえ、ぜひお越しください。

太鼓の音で盛大にオープン

※P10と11の間に申告の詳細を掲載していますので、ご覧ください。
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12
月
９
日（
水
）か
ら
12
月
21
日（
月
）に
か
け
て
、
13
日
間
の
日
程

で
平
成
27
年
第
４
回
安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
14
議
案
を

市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
安
中
市
立
安
中
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造
建
築
工

事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
締
結
に
つ
い
て

○
安
中
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
安
中
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
農
漁
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
及
び
安
中
市
中
小
企
業
設
備
近

代
化
利
子
補
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

○
平
成
27
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
27
年
第
４
回

安
中
市
議
会
定
例
会
報
告

市　

長

　
茂
木
　
英
子

副
市
長

　
茂
木
　
一
義

教
育
長

　
桑
原
　
幸
正

市
議
会
議
員

議　

長

　

吉
岡　

完
司

副
議
長

　

今
井　

敏
博

　

金
井　

久
男

　

櫻
井
ひ
ろ
江

　

遠
間　

大
和

　

罍　
　

次
雄

　

巽　
　

久
男

　

小
林　

克
行

　

太
田　

進
一

　

櫻
井
喜
久
江

　

小
川　
　

剛

　

柳
沢　

浩
之

　

佐
藤　

貴
雄

　

吉
岡　
　

登

　

高
橋　

由
信

　

武
者　

葉
子

　

上
原
富
士
雄

　

齊
藤　

盛
久

　

奥
原　

賢
一

　

田
中　

伸
一

　

柳
沢　

吉
保

　

廣
瀬　
　

晃

　
　
　
（
議
席
順
）

農
業
委
員
会
委
員

会　

長

　

中
島　

武
司

会
長
職
務
代
理
者

　

高
林　

一
郎

　

丸
山　

征
二

　

土
屋　

智
則

　

清
水　

尚
幸

　

小
板
橋
新
平

　

竹
内　

佳
重

　

須
藤　

幸
男

　

田
村　

準
一

　

田
村　

佳
孝

　

佐
藤　

重
義

　

志
村　

正
巳

　

白
石　
　

力

　

中
島
良
農
夫

　

内
田　

忠
雄

　

原　
　

俊
幸

　

大
澤　

良
秀

　

上
原
恵
美
子

　

上
原　

正
孝

　

鍋
島　

義
明

　

武
井　

正
夫

　

浅
野　

博
史

　

佐
藤　
　

功

　

小
井
圡
政
世

　

大
貫　
　

薫

　

小
板
橋　

博

　

栁
澤
今
朝
孝

　

上
原　

一
夫

　

黛　
　

行
男

　
　
　
（
議
席
順
）

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

新
年
を
迎
え
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
同

時
に
、
市
政
へ
の
日
ご
ろ
の
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
る
ご
協
力
に
対
し
ま
し

て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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マタニティマークにご理解とご協力を

チェーンホルダーと
車用ステッカーを配布しています

　妊娠中、特に妊娠初期は赤ちゃんの成長やお母さん
の健康を維持するためのとても大事な時期です。マタ
ニティマークは、妊婦さんに対する配慮を周囲の皆さ
んにお願いするためのマークです。このマークをつ
けている妊婦さんを見かけたら、「電車やバスなどで
は、優先して席を譲る」、「たばこを近くで吸わない」、
ステッカーを付けた車を見かけたら、「安全運転に配
慮をする」など、妊婦さんへの思いやりある気遣いを
お願いします。

　平成28年１月から、母子健康手帳交付時にマタニティチェーンホルダーと車用ステッカーを無料配布してい
ます。
　すでに母子健康手帳をお持ちで、チェーンホルダーと車用ステッカーをご希望の妊婦さんには、下記の窓口で
配布していますので、母子健康手帳をお持ちのうえお越しください。

●問合せ・配布場所　本健康づくり課保健指導係（☎内線1173）
　　　　　　　　　　松保健福祉課健康介護係（☎内線2151）

　本市の観光振興策について議論している、安中市地方
創生観光振興プロジェクトの中で、「峠の文教都市 安中」
をコンセプトとし、「住んでよし・訪れてよし」の観光
地域づくりを目指す「安中市観光振興プラン」の原案が
作成されました。原案は、観光関係団体・観光ボランティ
アガイド団体・まちづくり団体関係者などの意見を反映
したもので、10月14日に同プロジェクトの委員会で承
認され、同日、安中市長に提案されました。
　また、地域の関係団体をまとめ、観光手配や情報発信
を一元的に行う組織である「日本版DMO」の設立を計
画に盛り込んだ内容であり、先進的な事例であることから、群馬県や長野県小諸市からの視察がありました。
　11月１日には、ホテル磯部ガーデンにおいて、「これからの広域連携と安中市の観光振興を考えるシンポ
ジウム」が開催され、安中市・富岡市・軽井沢町（以下：３市町）の観光関係者や市民など約130人が参加
しました。「観光地域づくりプラットフォーム推進機構」の清水愼一会長から、「日本版DMO」設立の重要
性について基調講演をいただいたあと、３市町の首長らが登壇して、観光連携についての意見交換が行われ
ました。
　なお、３市町を巡る「モニターツアー」が同日に開催され、大手旅行会社・出版社などの担当者らが市内
の観光地を視察に訪れました。
　今後も、市内観光地へのＷｉ−Ｆｉの設置や、東京の銀座にあるぐんまちゃん家での安中市ＰＲキャンペー
ンなどを実施していきます。

～①観光振興プランを市長に提出　②シンポジウムとモニターツアーの開催～

　問合せ▶松商工観光課観光係（☎内線２６２４）

安中市地方創生観光振興プロジェクト
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☃
外
出
は
控
え
て

　

平
野
部
で
は
、
少
な
い
積
雪

で
も
交
通
機
関
の
遅
れ
や
交
通

事
故
の
多
発
、
通
行
止
め
な
ど

交
通
へ
の
影
響
が
起
き
や
す

く
、
ま
た
、
歩
行
者
に
よ
る
転

倒
事
故
な
ど
も
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

積
雪
の
際
の
外
出
は
、
雪
用

の
長
靴
や
滑
り
に
く
い
靴
を
履

く
、
車
両
に
は
冬
用
タ
イ
ヤ
を

装
着
し
て
お
く
な
ど
の
対
策
を

し
た
う
え
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

一
昨
年
の
よ
う
な
大
雪
の
と

き
に
は
、不
要
・
不
急
の
外
出
は

控
え
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

☃
自
動
車
の
運
転
は
慎
重
に

　

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

は
、
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
、
普
段
の
倍
以
上
の
車
間
距

離
を
と
る
な
ど
、
い
つ
も
以
上

に
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
燃
料
を
満
タ
ン
に

し
て
お
く
、
外
部
と
の
連
絡
手

段
（
携
帯
電
話
な
ど
）
を
持
つ
、

除
雪
ス
コ
ッ
プ
や
防
寒
着
な
ど

を
車
内
に
備
え
て
お
く
な
ど
、

立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た
と
き

の
た
め
の
対
策
も
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
万
が
一
立
ち
往
生
し

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
排
ガ
ス

に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☃
除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で

　

自
宅
の
屋
根
や
カ
ー
ポ
ー
ト

な
ど
が
雪
の
重
さ
で
つ
ぶ
れ
そ

う
な
と
き
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機

や
ガ
ス
機
器
の
排
気
筒
が
雪
で

埋
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き

な
ど
、
除
雪
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

雪
か
き
や
雪
下
ろ
し
を
行
う

際
は
、
事
故
防
止
の
た
め
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
目
立
つ
色
の
衣
服

（
必
要
に
応
じ
て
命
綱
）、
滑
り

に
く
い
靴
な
ど
を
着
用
し
、
家

族
や
近
所
の
人
な
ど
と
複
数
で

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
屋
根
な
ど
か
ら
の
落
雪
や

カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の
工
作
物
の

倒
壊
に
も
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

除
雪
作
業
は
重
労
働
で
す
の

で
、
無
理
を
せ
ず
こ
ま
め
な
休

憩
・
水
分
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

☃
備
蓄
の
す
す
め

　

雪
害
時
だ
け
で
な
く
、
他
の

災
害
発
生
時
に
も
活
用
で
き
ま

す
の
で
、
日
頃
か
ら
自
宅
に
３

日
か
ら
７
日
分
の
飲
料
水
や
食

料
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
小
さ
な
お
子
様
が
い

る
家
庭
で
は
、
粉
ミ
ル
ク
や
オ

ム
ツ
を
多
め
に
用
意
し
て
お
く

な
ど
、
各
家
庭
の
事
情
に
合
わ

せ
た
備
蓄
を
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。「
生
き
抜
く
術
の

心
得
帖　

安
中
市
災
害
対
応
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

降
雪
時
に
は
停
電
が
発
生
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
乾

電
池
式
の
携
帯
電
話
充
電
器
や

懐
中
電
灯
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

な
ど
停
電
に
対
す
る
備
え
も
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　問合せ▶本安全安心課危機管理係（☎内線１１３１）

▶
除
雪
時
の
主
な
道
具

◀
一
人
３
日
分
の
備
蓄
食
料
の
目
安

　毎年、全国で大雪による被害が発生しています。本市においても
一昨年の冬に被害が多数発生しました。
　今冬も降積雪期を迎えることから、雪に対する備え、対策などを
確認しておきましょう。

大雪に備える
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　問合せ▶本介護高齢課介護認定係（☎内線１１８３）　松保健福祉課健康介護係（☎内線２１５１）

　

市
で
は
、
平
成
27
年
分
所
得
税
確
定

申
告
の
「
所
得
税
、
地
方
税
法
上
の
障

害
者
控
除
」
を
受
け
る
人
を
対
象
に
、

申
請
に
基
づ
き
障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
を
行
い
、「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
の
交
付
を
１
月
20
日（
水
）か

ら
始
め
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要

介
護
１
〜
要
介
護
５
）
を
受
け
て
い
る

人
で
、
国
が
定
め
る
「
障
害
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
（
ね
た
き
り
度
）
判

定
基
準
」
お
よ
び
「
認
知
症
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
」
に
基
づ

き
、
要
介
護
認
定
調
査
の
「
日
常
生
活

自
立
度
」
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、
市

の
判
断
基
準
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
人

で
す
。

　
「
家
の
中
で
の
生
活
は
概
ね
自
立
し

て
い
る
が
、
介
助
な
し
に
は
外
出
で
き

な
い
」、「
認
知
症
に
よ
り
意
思
疎
通
が

図
れ
な
い
」
な
ど
の
状
態
の
人
、
ま
た

は
そ
の
よ
う
な
人
を
扶
養
し
て
い
る
人

は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼

　

あ
ら
か
じ
め
要
介
護
認
定
者
の
同
意

を
得
て
、
本
介
護
高
齢
課
ま
た
は
松
保

健
福
祉
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
各
種

申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
の
介
護
保
険

コ
ー
ナ
ー
か
ら
も
印
刷
が
で
き
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の
▼

申
請
者
の
は
ん
こ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

老
齢
者
の
所
得
税
法
、地
方
税
法
上
の

障
害
者
控
除
の
認
定

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
が
対
象

１
月
20
日（
水
）か
ら
発
行

マイナンバー制度に便乗した
不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください
　マイナンバーの通知や利用などの手続で、国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口座の暗証番号、
所得や資産の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカードを要求したりす
ることは一切ありません。 ＡＴＭの操作をお願いすることも一切ありません。 
　こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないでください。不審な電話はすぐに切る、メールは削除する
または無視することとし、内閣府のマイナンバー専用コールセンターや消費者ホットラインなどにご相談く
ださい。
……………………………………… ご相談は、各窓口まで ………………………………………
マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０−９５−０１７８ （無料）
●受付時間（年末年始12月29日～１月３日を除く）
　平日：午前９時30分～午後10時　土・日曜日、祝日：午前９時30分～午後５時30分
　※一部IP電話などでつながらない場合（有料）
　　・マイナンバー制度に関すること   ☎050-3816-9405
　　・「通知カード」「個人番号カード」に関すること ☎050-3818-1250
　※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応のフリーダイヤル
　　・マイナンバー制度に関すること   ☎0120-0178-26
　　・「通知カード」「個人番号カード」に関すること ☎0120-0178-27
　　（英語以外の言語については、平日：午前9時30分～午後8時　　
　　　　　　　　　　　　　　　 土・日曜日、祝日：午前9時30分～午後5時30分までの対応となります。）

不審な電話などを受けたら　消費者ホットライン 　☎１８８（いやや！）
※原則、最寄りの消費生活センターや消費生活相談窓口などをご案内します。
問合せ▶本企画課行革情報統計係（☎内線１０２３）
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　問合せ▶高崎税務署（☎３２２ ‐ ４７１１（代表））
　　　　　本税務課市民税係（☎内線１０６４）、松住民課税務保険係（☎内線２１６３）

平
成
27
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
平
成

28
年
度
の
市
・
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申

告
が
必
要
な
人
は
、
日
時
や
必
要
書
類
を
確
認
し
、
期
限

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ
る
提
出
が
お
勧
め
で
す
。

■
確
定
申
告

　

高
崎
税
務
署
で
は
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を
会
場
に
平
成
27

年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
・
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
に

ご
不
明
な
点
が
あ
る
人
は
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会　

場
▼
ビ
エ
ン
ト
高
崎
（
高
崎
市
問
屋
町
２
―
７
）

受
付
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

開
設
期
間
▼
２
月
15
日（
月
）〜
３
月
15
日（
火
）

※
こ
の
期
間
は
高
崎
税
務
署
に
は
申
告
会
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
（
左
記
日
曜
相
談
日
以
外
）
を
除
く
。

日
曜
相
談
日
▼
２
月
21
日（
日
）・
28
日（
日
）

※
市
役
所
本
・
松
で
は
簡
易
な
確
定
申
告
に
限
り
、
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
が
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
ビ
エ
ン
ト
高
崎
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
青
色
申
告
の
人

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
初
め
て
受
け
る
人

○
土
地
・
建
物
の
売
却
に
よ
る
収
入
が
あ
っ
た
人

○
株
式
の
売
却
に
よ
る
収
入
が
あ
っ
た
人

○
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人

○
繰
越
控
除
（
純
損
失
・
雑
損
失
）
の
適
用
を
受
け
る
人

○
先
物
取
引
に
よ
る
収
入
が
あ
っ
た
人

○
外
国
為
替
証
拠
金
取
引（
Ｆ
Ｘ
）に
よ
る
雑
所
得
が
あ
っ

た
人

○
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
人

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
申
告

○
山
林
所
得
が
あ
っ
た
人

○
修
正
申
告
・
更
正
の
請
求
を
す
る
人

○
贈
与
税
・
消
費
税
の
申
告
を
す
る
人

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を
ご
案
内
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
書
の
作
成
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
れ
ば
、
確
定
申
告
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し

た
デ
ー
タ
は
印
刷
し
て
「
書
面
」
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
印
刷
し
た
申
告
書
は
、
添
付
書
類
を
添
え

て
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
申
告
書

用
紙
な
ど
も
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

宛
先
：
〒
３
７
０
‐
０
０
４
５

　
　
　

高
崎
市
東
町
１
３
４
‐
１
２　

高
崎
税
務
署　

宛

■
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
人
は
市
・
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）

○
収
入
が
な
か
っ
た
人
や
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業

保
険
な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
の
人
で
、
同
居
の
親
族

の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人

○
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
に「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
（
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

○
給
与
・
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
（
20
万
円
以

上
の
場
合
は
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
）

○
市
外
在
住
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

会　

場
▼
市
役
所
本
・
松

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

期
間
▼
２
月
15
日（
月
）〜
３
月
15
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

■
社
会
保
険
料
控
除
用
納
付
額
確
認
書
の
発
送

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
付
額
確
認
書
を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

こ
の
確
認
書
に
は
平
成
27
年
中
に
普
通
徴
収
の
方
法
で
お

支
払
い
い
た
だ
い
た
社
会
保
険
料
の
納
付
額
を
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
際

に
は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
皆
さ
ん
へ

　

障
害
者
控
除
の
申
告
に
は
、
毎
年
資
料
の
提
示
が
必
要

で
す
。
申
告
の
際
に
は
障
害
者
手
帳
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

（
氏
名
・
等
級
が
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
）
か
、
5
ペ
ー
ジ
に

記
載
の
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
の
受
給
の
み
で
は
障
害
者
控
除
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
待
ち
時
間
短
縮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

申
告
期
間
中
は
市
役
所
や
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
は
、
金
額
を
あ
ら
か
じ

め
集
計
し
て
領
収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
農
業
・
営
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
は
必

ず
事
前
に
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。（
金
額
が
集
計

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
申
告
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）



安中市役所　☎382-11117

　

市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、「
健
康
で
明
る

く
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
の
事
業
と
し
て「
市
民
健
康
公
開
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
胃
が
ん
を
防
ぐ
た

め
の
予
防
対
策
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演　

題
▼
「
胃
が
ん
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
・
・
・
」

講　

師
▼
大
和
田　

進　

先
生

　
　
　
　
（
イ
ム
ス
太
田
中
央
総
合
病
院

消
化
器
・
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長
）

日　

時
▼
１
月
23
日（
土
）

開
場
：
午
後
１
時
30
分　

開
演
：
午
後
１
時
50
分
〜
３
時
20
分

会　

場
▼
松
井
田
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

入　

場
▼
無
料
（
全
席
自
由
）

主　

催
▼
安
中
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
・
安
中
市

共　

催
▼
一
般
社
団
法
人
安
中
市
医
師
会

問
合
せ
▼

本
健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
係

（
☎
内
線
１
１
７
３
）

一
般
社
団
法
人
安
中
市
医
師
会

（
☎
３
８
１
‐
０
４
０
４
）

「
胃
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
は ・・・」

市

民

健

康

公

開

講

座

講　師　大和田　進 先生
イムス太田中央総合病院　
消化器・腫瘍センター長
アスクオオワダ代表　乾内科クリニック
　先生は、ピロリ菌感染症、消化器がんの
診断と治療のスペシャリストとして、幅広
くご活躍されております。
　今回は「胃がんにならないために、胃が
んで亡くならないために」のお話しです。
胃がんの原因はピロリ菌です。ピロリ菌が
“いる”か“いない”かで、胃の運命、人の一
生の運命が左右されます。ピロリ菌は除菌
することができます。一週間で運命を変え
られます。つまり、胃がんが予防でき、胃
も若返り、幸せになれます。

お め で と う ご ざ い ま す

瑞宝双光章
鬼形 哲三さん

（下後閑）

旭日双光章
（地方自治功労）
遠間 徹也さん

（中野谷）

生　活
小出 海順さん

（岩井）

瑞宝双光章
（学校保健功労）
須藤 克周さん
（松井田町新堀）

農　業
髙村 育也さん

（安中二丁目）

緑綬褒章
（社会奉仕活動功績）
降幡 かづ子さん

（磯部三丁目）

高

齢

者

叙

勲

秋

の

叙

勲

群
馬
県
功
労
者
表
彰

褒
　
　
　
　
章
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　問合せ▶本健康づくり課保健指導係（☎内線１１７４）

『　　　　　　安中健康21』
からのお知らせ
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健康にいいこと健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

安中市健康増進計画

い き い き『　　　　　　安中健康21』
からのお知らせ

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
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O
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・

G
O

O
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健康にいいこと健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

安中市健康増進計画

い き い き

　肥満傾向児（肥
満度が20％以上
の者）の出現率
は、群馬県は全て
の年齢で全国より
上回っています。

　子どもの頃から食生活や運動な
どに関する正しい生活習慣を身に
つけ、成人期における生活習慣病
の発症を防ぎましょう。

　朝ごはんを食べないと、脳のエネルギー源となるブドウ糖が供給されません。脳の活動エネルギーは、ブ
ドウ糖の働きによるものですが、ブドウ糖は体内に大量に貯蔵しておくことができず、すぐに不足してしま
います。空腹状態で起きた朝の脳はエネルギーが欠乏状態です。
　そのため、朝ごはんをしっかり食べないと脳のエネルギーが不足し、集中力や記憶力の低下、なんとなく
イライラし、勉強や仕事がはかどりません。
　忙しい毎日の朝ですが、朝ごはんには大切な役割が
あります。しっかりと食べるようにしましょう。

み　　なで育む　元気な　安中っ子ん次世代の健康

朝ごはん食べていますか？朝ごはん食べていますか？

「いきいき安中健康21（第２次）」を策定しました
安中市健康増進計画・安中市食育推進計画

「いきいきあんなかけんこう21」で健康標語を作りました

30.0
25.4 26.4

13.6

21.1

12.2

17.8
13.8

6.6 5.2 4.1 3.8

20～29歳

男
性

35

30

20

10

0

（％） 平成25年  朝食の欠食率

女
性

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

（％） H26年度  肥満傾向児の出現率

毎 日
しっかり
朝ごはん

毎 日
しっかり
朝ごはん

3食の基本は「一汁二菜」

平成25年国民健康・栄養調査より

平成26年度群馬県学校保健統計調査より

主菜 肉類・魚介類・卵・大豆など
成長に欠かせないタンパク質が摂取できます。

主食 ごはん・パン・うどん・スパゲティなど
体や脳を動かすエネルギー源となります。

副菜 いも・野菜・きのこ・海藻など
ビタミンやミネラル、食物繊維が摂取できます。

汁物 全体のバランスで足りないものを
主菜・副菜で不足する栄養素が摂取できます。

平成25年の調査では、
全ての年代で、女性よりも
男性の朝食欠食率が高い
傾向があります。

15

10

5

0 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳
−群馬県 3.15 4.36 8.21 9.46 11.13 9.64 10.6 11.32 9.93 8.50 14.24 9.96 11.35
−全　国 2.62 4.25 5.43 6.92 8.14 9.07 9.44 9.38 8.42 7.93 9.90 8.81 9.48

次回は、２月１日号に『飲酒』を予定しています。
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国民年金からのお知らせ

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
も
、
20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
市
役
所
本
・
松
の
国
民
年
金
担
当
係
で
加
入
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
第
２
号
被
保
険
者

と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
つ
い
て
は
学
生
期
間
中
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』、
学
生
以
外
の
人
に
つ
い
て
は
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
『
免
除
制
度
』
や
『
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
』
で
す
。
こ
の
猶
予

（
免
除
）
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎

年
金
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
免
除
の
場
合
に
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未

納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
が
申
請
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内
に
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申
請
す
る
人
は
、
市
役
所
本
・
松
の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
が
送

ら
れ
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年

間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。（
介
護
保
険
料
な
ど
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

場
合
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額
か
ら
介
護
保
険
料
額
な
ど

を
控
除
し
た
後
の
金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
）
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ

る
な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
申
告
手
続
を
す
る
際
に
こ
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、
年
金
証
書
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
の
う
え
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
年

金
事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
を
受

給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉
徴
収
票
は
送
ら

れ
ま
せ
ん
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
送
ら
れ
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

問
合
せ
▼ 

高
崎
年
金
事
務
所　
（
☎
３
２
２
―
４
２
９
９
）

　

問
合
せ
▼ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５
）

　
　
　
　
　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

（
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５
）
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認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳

の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
障
害
が
起

こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障
が
出
て
い

る
状
態
（
お
よ
そ
６
カ
月
以
上
継
続
）
を

い
い
ま
す
。
認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う

る
も
の
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人
に
１
人

に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
今
後
ま

す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
不
安
を
抱
え
る
こ
と
な

く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
穏
や
か
に
過
ご
し

て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
の
理
解
と
気
遣

い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
認
知
症
を
理
解

し
、
地
域
で
支
え
て
い
く
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

受
け
た
人
が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で

す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
友

人
や
家
族
に
そ
の
知
識
を
伝
え
る
、
認
知

症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
よ
う
努
め
る
、
で
き
る
範
囲
で
手
助

け
を
す
る
な
ど
活
動
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
認
知

症
を
支
援
す
る
「
目
印
」
と
し
て
、
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）
を
お
渡

し
し
ま
す
。

【
対
象
】

自
治
会
、
民
生
委
員
、
サ
ロ
ン
、
金
融
機

関
、
生
命
保
険
会
社
、
教
職
員
、
小
中
高

校
生
、
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

【
開
催
日
時
】

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
の
間

（
必
要
に
応
じ
て
夕
方
か
ら
の
開
催
も
可
）

【
内
容
】

所
定
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
、
60
〜
90

分
程
度
の
講
座
と
な
り
ま
す
。
講
座
終
了

後
は
受
講
し
た
証
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他
、
開
催
内
容
、
時
間
に
関
し
て
は

必
要
に
応
じ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
認
知
症
」を
知
っ
て
い
ま
す
か

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

出
前
講
座
を
行
い
ま
す

　問合せ▶本介護高齢課地域包括支援センター（☎内線１１８９）

あ
な
た
の
職
場
や
地
域
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
せ
ん
か

臨時福祉給付金の申請受付を終了します。
　消費税率の引上げにより、所得の低い方々への負担の軽減を鑑み、暫定的・臨時的な措置として支給される

「臨時福祉給付金」の申請受付は、１月29日をもって終了します。
　申請書がお手元に届いている人で申請がお済みでない人は、お早めに申請をお願いいたします。

■申請受付終了日
　１月29日（金）
　※郵送申請の場合、１月29日（金）必着
　　原則として申請期間を過ぎた申請は受け付けられません。
■申請・問合せ
本福祉課社会福祉係（☎内線1153）
松保健福祉課福祉子ども係（☎393-7070（直通））

◎給付金の“振り込め詐欺”や
“個人情報の詐取”にご注意ください。

ご自宅や職場などに市や厚生労働省（の職
員）などをかたった電話がかかってきたり、
不審な郵便が届いたら、迷わず、最寄りの
警察署（または警察相談専用電話（#9110））
にご連絡ください。
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人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
ま
だ
日
も
浅

く
、
右
も
左
も
わ
か

ら
ぬ
ま
ま
、
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
を

前
任
の
方
よ
り
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
姉
妹
、
高
校
・
大
学
も
女
性
ば
か
り
の
中
で
過

ご
し
た
私
は
、
常
に
「
女
性
ら
し
く
」
と
い
う
意
識

の
も
と
、「
良
妻
賢
母
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も
、
自

然
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
仕
事
、
結
婚
、
子
育
て
と
環
境
が
変
化

し
て
行
く
う
ち
に
、
私
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
行
き
ま
し
た
。
私
の
周
り
に
は
、
男
性
に
は
負
け

じ
と
頑
張
っ
て
い
る
女
性
が
た
く
さ
ん
お
り
、
年
代

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
身
に
つ
け

能
力
を
発
揮
し
て
、
一
生
懸
命
に
仕
事
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
し
た
。
男
女
の
格
差
が
激
し
か
っ
た
時
代
で

は
、
そ
の
よ
う
に
高
い
意
識
を
持
っ
て
頑
張
る
の
は

大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
は
憧

れ
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
同
じ
よ
う
に
頑
張
れ
」

と
言
わ
れ
る
度
に
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
て
い
た

も
の
で
す
。

　

今
で
は
私
も
、
そ
ん
な
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
は

で
き
な
く
て
も
、
自
分
な
り
に
地
域
社
会
と
関
わ
り

を
持
ち
、
少
し
で
も
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
良

い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
若
い
お
父
さ
ん
た
ち
は
、
子
育
て
に
は
誠
に

協
力
的
で
す
が
、
育
児
休
業
取
得
率
は
ま
だ
ま
だ
低

く
、
取
得
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。
先
日
「
マ
マ
の
力
に
期
待
」
と
い

う
新
聞
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
幼
い
子
を
持
つ
社
員

の
実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
な
就
業
形
態
を
と
り
、

チ
ー
ム
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

風
通
し
が
良
く
な
り
企
業
も
成
長
す
る
と
い
う
の
で

す
。
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
男
性
も
女
性
も
働
き
や
す
い
環
境

が
整
う
こ
と
に
よ
っ
て
能
力
が
発
揮
で
き
、
夫
婦
で

あ
れ
ば
、
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
行
け
る
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
、
社
会
全
体
の
意
識
の
改
革
が
必
要

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
の
擁
護
に
関
し
て
は
、
奥
深
い
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
私
自
身

も
社
会
に
目
を
向
け
、
高
い
意
識
を
持
て
る
よ
う
努

力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

本
企
画
課
女
性
政
策
係
（
☎
内
線
１
０
２
１
）

意
識
を
変
え
て
…　
　
　
　

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員　
　

堀
越　

順
子

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

―
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
―

「
個
人
情
報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」

公
的
機
関
を
か
た
る
詐
欺
が
急
増
！

　

公
的
機
関
な
ど
を
か
た
り
「
個
人

情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
、
削
除
し

て
あ
げ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
持
ち

か
け
、
最
終
的
に
は
お
金
を
だ
ま
し

取
る
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　
「
消
費
者
セ
ン
タ
ー
」
を
名
乗
る
人

か
ら
「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
３
カ

所
に
漏
れ
て
い
る
。
２
カ
所
は
取
り

消
せ
た
が
、
１
カ
所
（
Ａ
社
）
だ
け

は
取
り
消
せ
な
い
。
代
理
人
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
電

話
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
人
が
代
理
人
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
Ａ
社
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
自
分
に

振
ら
れ
て
い
る
「
番
号
」
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
代
理
人
か

ら
「
書
類
を
書
く
の
に
必
要
」
と
そ
の
番
号
を
聞
か
れ
教
え
た
と

こ
ろ
、
Ａ
社
か
ら
「
番
号
を
他
に
教
え
た
の
は
違
法
行
為
に
な
る

た
め
、
社
員
が
逮
捕
さ
れ
た
。
あ
な
た
が
保
釈
金
１
千
万
円
払
う

よ
う
に
」
と
求
め
ら
れ
た
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
公
的
機
関
が
「
個
人
情
報
を
削
除
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
電
話
を

か
け
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
個
人
情
報
の
削

除
を
持
ち
か
け
る
電
話
は
詐
欺
で
す
。
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電

話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
つ
け
て
金
銭
を
要

求
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
絶
対
に
支
払
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２
―
２
２
２
８
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

第58回

! あ
な
た
の

　個
人
情
報
が

漏
れ
て
い
ま
す



松井田文化会館 安中市文化センター

今月のピックアップ 今月のピックアップ

催し物ガイド
（12月16日現在）☎393－4400 ☎381－0586

本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2016年1月1日号 12

　松井田文化会館では、２月13日（土）に「早春の映

画鑑賞会　あん」を開催いたします。どら焼き屋を舞

台に、さまざまな人間模様を描いた作品であり、豪華

キャストで贈る心揺さぶる作品です。チケットは1月

16日（土）午前9時から発売します。詳細は、20ペー

ジをご覧ください。

　また、３月にも映画上映を予定しています。詳細は、

今後の広報、ホームページなどに掲載しますので、ご

覧ください。

　

１月１日から２月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

安中市防災講演会
　1月16日（土）　14:00～　入場：無料
　問合せ：本安全安心課（☎内線1131）
市民健康公開講座
　1月23日（土）　13:50～16:00　入場：無料
　問合せ：本健康づくり課（☎内線1173）
第20回峠のまち新春コンサート
　1月24日（日）　13:30～　入場：全席自由500円
　問合せ：安中市文化協会松井田支部（松井田公民館内）
　（☎393-4401）
スプリングフェスティバル
　2月6日（土）、7日（日）　
　※詳細は、13ページをご覧ください。
　問合せ：松生涯学習課（☎内線2245）
早春の映画鑑賞会「あん」
　2月13日（土）　※詳細は、20ページをご覧ください。
　問合せ：松井田文化会館（☎393-4400）
音楽教室発表会
　2月14日（日）　13:00～16:45　入場：無料
　問合せ：のんのん音楽教室  安田（☎080-1294-4341）

小
ホ
ー
ル

刑務所作業製品展示即売
　1月9日（土）～11日（月・祝）　10:00～17:00
　（11日は15:00まで）　入場：無料
　問合せ：前橋刑務所（☎027-223-3024）
カールベンクス氏講演会
　2月14日（日）　14:00～16:00　入場：500円
　問合せ：楽舎  内田（☎382-6150）

初心者パソコン講座参加者募集
　この講座では、パソコンの起動方法やマウスの動か
し方、文字の入力の仕方などパソコンの基本的な操作
を練習していきます。
　パソコンを始めたいけど何をしていいかわからな
い、操作をしたことがないなど初心者のためのパソコ
ン講座です。まずはここから一歩を踏み出しましょう。
対象者▶市内在住・在勤でパソコン初心者の人
募集人員▶各講座12人（先着順）
場所▶安中市文化センター２階　パソコン室
受講料▶無料　※テキスト代は実費（テキスト代は各
講座によって異なります。）
申込方法▶窓口または電話申込にて１月11日 （月）午
前９時から受付開始
※氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座名を

お申し付けください。
※申込期限後の講座変更はご遠慮ください。
申込期限▶各講座の実施３日前までにはお申し込みく
ださい。
講座日程（２月）▶
パソコンを始めよう

（パソコン入門） １日（月）・３日（水）
４日（木）・５日（金）

9:00～12:00
3時間×4日

「お知らせ」を作ろう
（ワード入門）

13:00～16:00
3時間×4日

出納帳・表を作ろう
（エクセル入門）

15日（月）・17日（水）
18日（木）・19日（金）

13:00～16:00
3時間×4日

インターネットを使おう
（インターネット入門） 20日（土）・21日（日） 9:00～16:00

6時間×2日
※パソコン未経験者は「パソコンを始めよう（パソコ

ン入門）」へお申し込みください。
※それぞれ別の講座になります。各講座にお申し込み

ください。
問合せ▶安中市文化センター（☎381-0586）

１月１日から２月15日までのスケジュール

ホ
ー
ル

平成28年安中市成人式
　１月10日（日）　9:40～12:00　入場：関係者
　問合せ：松生涯学習課（☎内線2243）
安中・群響を応援する会コンサート『楽しい弦楽四重奏』
　1月17日（日）　14:00～16:00
　入場：小・中学生：1,000円  
　　　  大人：前売：1,800円  当日：2,000円
　問合せ：安中・群響を応援する会（☎090-6706-3755）
安中総合学園　総合研究成果発表会
　1月21日（木）　13:00～15:30　入場：関係者
　問合せ：安中総合学園高校　黒田（☎381-0227）
安中小学校　音楽会
　1月29日（金）　9:50～12:00　入場：無料
　問合せ：安中小学校　多胡（☎381-0213）
清水アキラ＆清水良太郎　親子ライブ
　1月30日（土）　14:30～　  ※チケット完売しました。
スプリングフェスティバル　ステージ発表・記念講演
　2月13日（土）　13:10～16:30　入場：無料
　問合せ：松生涯学習課（☎内線2242）

学
習
室
な
ど

市民パソコン教室
　１月7、9、14、16、21、23、28日（木、土）
　13:30～15:30　会場：２階パソコン室　入場：無料
図書読み聞かせ
　1月23日（土）　14:00～15:00
　会場：図書館幼児コーナー　入場：無料
　問合せ：安中市図書館（☎381-0529）
初心者パソコン講座
　会場：２階パソコン室　入場：要申込
　●2月1日（月）、3日（水）、4日（木）、5日（金）
　　パソコンを始めよう（パソコン入門） 9:00～12:00
　　「お知らせ」を作ろう（ワード入門） 13:00～16:00
　●2月15日（月）
　　出納帳・表を作ろう（エクセル入門） 13:00～16:00
市民の茶席（（江戸千家）
　2月13日（土）　10:00～15:00
　会場：２階茶室　入場：無料



生涯学習だより
安中市教育委員会

安中市役所　☎382-111113
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平
成
26
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

手　

話

安
中
市
立
第
一
中
学
校

3
年　

安
江　

永
恋

　

あ
る
日
、
弟
が
急
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、「
手
話
っ
て
か
っ
こ
い
い
よ
ね
。」

で
し
た
。
母
も
私
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
手
話
を
か
っ
こ
い
い
と
言
っ
た
人
な
ん
て

聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。
母
は
昔
、
耳
の

不
自
由
な
人
に
手
話
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
と
私
た
ち
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し

の
間
で
し
た
が
、
今
で
も
少
し
手
話
が
で
き
、
手

話
の
本
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
に
は
、
あ
い

さ
つ
や
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
最
低
限
の
こ
と

が
書
い
て
あ
り
、
歌
を
手
話
に
す
る
や
り
方
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
小
さ
い
頃
に
耳
が
悪
く
、
滲
出
性
中
耳
炎

と
い
う
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
滲
出
性
中
耳
炎
と

は
、
耳
の
管
が
正
常
に
機
能
せ
ず
、
耳
の
中
に
液

体
が
た
ま
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
音
に
対

し
て
弱
い
反
応
し
か
で
き
ず
聴
力
の
低
下
を
招
き

ま
す
。
滲
出
液
が
耳
の
中
に
た
ま
る
と
な
お
さ
ら

動
き
が
制
限
さ
れ
、
さ
ら
に
難
聴
が
進
ん
で
し
ま

う
の
で
、
水
な
ど
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、

電
気
を
流
し
水
な
ど
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
小
さ
い
頃
の
私
に
は
、
あ
ま
り
に
痛
か
っ

た
こ
と
を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の

病
気
の
せ
い
で
、
小
学
校
一
、二
年
生
の
時
は
、

プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
み
ん
な
と
泳
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
自
分
だ
け
こ

ん
な
目
に
あ
う
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

も
し
こ
の
病
気
が
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
た
ら
、
耳

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

不
安
な
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

手
術
が
で
き
る
歳
に
な
り
、
手
術
を
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
手
術
が
始
ま
る
前
に
、
私
の
隣

に
も
手
術
を
受
け
る
お
じ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ

の
お
じ
さ
ん
は
、
私
に
「
が
ん
ば
れ
。」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

問
合
せ
▼
松
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
２
２
４
４
）

平成27年度スプリングフェスティバル
平成27年度スプリングフェスティバルを下記の日程・内容で開催します。生涯学習の成果をぜひご覧ください。

安中会場（安中市文化センター）
２月13日（土）
●どきどき体験（７講座）　午前9時30分～

内　容 定員 料金
手まり作り 20人 200円
シュシュ作り 20人 200円
風ぐるま（竹細工） 20人 200円
南天九猿（手芸） 20人 50円
羊毛フェルトストラップ作り 20人 300円
まゆクラフト（ぐんまちゃん） 50人 10円
ピエロのマスコット 30人 50円

●市民ときめきスクール（４講座）　午前9時30分～
内　容 定員 料金
くるみボタンのネックレス 20人

無料牛乳パックのキュービックパズル 50人
アイロンビーズ 50人
折り紙コーナー なし

●名物提供
　午前９時30分～：和宮サブレ（100枚）
　午前11時～：すいとん（200食）
●作品展示　子ども習字
●ステージ発表　午後１時10分～
　秋間フラダンス教室、
　磯部ハーモニズドルチェ、
　安中オカリナフレンズ、
　岩野谷野ばらコーラス教室、いそべこども園
●市民の茶席　午前10時～（200人分）
　吉田　宗俊先生（江戸千家）
●記念講演　午後３時～４時30分
　舞の海　秀平さん（スポーツキャスター）
　「可能性への挑戦」

松井田会場（松井田文化会館）
２月６日（土）・７日（日）
６
日

●作品展　
　午前９時～午後５時

７
日

●作品展　
　午前９時～午後３時
●わくわく体験
　時間：午前10時～（定員になり次第受付終了）
　場所：ロビー、ギャラリー　ほか

内　容 定員 料金
フラワーアレンジメント 30人 200円
干支（申）のストラップ作り 30人 50円
写仏体験 30人 無料
シルクフラワー作り（バラ） 30人 150円
蓋絵教室 30人 10円
藍染ハンカチ 50人 500円
簡単かわいいポチ袋作り 30人 無料
PPバンドの小物入れ 20人 100円
多肉植物の寄せ植え 30人 300円
将棋大会（オープン参加10時集合） 20人 無料

●八城人形浄瑠璃定期「城若座」公演
　（人形教室発表会）
　時間：午後１時30分～
　　（開場：午後１時）
　場所：大ホール
　入場：無料　全席自由

　演目：玉
たまものまえあさひのたもと

藻前曦袂　「道
みちはるやかた

春館の段
だん

」
●郷土料理「試食」
　時間：午前11時～　場所：2階学習室
　（午前10時から1階ロビーで整理券を配布します）
　内容：みたらし団子、豚汁　各300食
　（協力：安中市食生活改善推進委員協議会）

　問合せ▶松生涯学習課　安中会場について（☎内線2242）　松井田会場について（☎内線2245）



学
習
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森
だ
よ
り
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山
岡
鉄
舟
（
鉄
太
郎
）
の
揮き

毫ご
う

に
よ
る
懸
額
で
、
明
治
十
六
年
六
月
に
落
成
し
た

安
中
小
学
校
の
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
山
岡
鉄
舟
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
揮
毫

し
た
の
か
は
全
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
校
舎
は
現
在
の
場
所
で
は
な

く
、
旧
安
中
藩
武
家
長
屋
の
向
か
い
に
あ
た
る
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

　

本
史
料
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
開
催
し
て
い
る
企
画
展
「
学
び
舎
に
遺
る
郷
土

の
歴
史
」
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

   「
安
中
の
文
化
財
」

安
中
小
学
校
の
大
懸
額「
公
立
安
中
黌
」

山
岡
鉄
舟
書  
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）四
月

安
中
市
立
安
中
小
学
校
所
蔵　

安
中
市
指
定
重
要
文
化
財　

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
講
座
　	

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
講
座
で
す
。

日　

程
▼
１
月
30
日（
土
）

時　

間
▼
午
前
10
時
〜
正
午

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

定　

員
▼
50
人
（
先
着
順
）

材
料
費
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
１
月
15
日（
金
）〜
28
日（
木
）

　
　
　
　

電
話
ま
た
は
ふ
る
さ
と
学
習
館
受
付
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
ジ
ェ
ル
や
粘
土
が
服
に
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
展
関
連
講
座  「
安
中
の
教
育
を
読
み
解
く
」

第
２
回「『
造
士
館
』か
ら『
安
中
小
学
校
』開
校
ま
で
」

淡
路 

博
和 

氏 （
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
）

日
程
▼
１
月
17
日（
日
）

第
３
回「
お
殿
様
の
本
棚
―
近
世
大
名
に
よ
る
典
籍
蒐
集
―
」

西　

光
三 

氏 （
板
橋
区
公
文
書
館
公
文
書
館
専
門
員
）

日
程
▼
２
月
７
日（
日
）

第
４
回「
明
治
初
期
の
安
中
教
育
―
安
中
小
と
古
屋
小
の
史
料
―
」

森
田 

秀
策 

氏 （
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
）

日
程
▼
２
月
21
日（
日
）

時　

間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会　

場
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

定　

員
▼
50
人

参
加
料
▼
３
０
０
円
（
観
覧
料
含
む
）

申
込
み
▼
電
話
で
ふ
る
さ
と
学
習
館
へ

安中小学校　明治16年頃（小林光氏所蔵）

安中小学校卒業写真　明治34年3月

平成27年度
「文化財愛護ポスター」

優秀作品（敬称略）
神戸 咲南（九十九小6年）

問合せ▶安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel. 027-382-7622  Fax. 027-382-7623　
Mail：furusato@des.city.annaka.gunma.jp



で

き

ご

と

い
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　10月21日（水）に、西横野小学校で小中学校伝統
芸能教室が開催され、３年生と５年生の113人が参
加しました。市重要無形文化財の城若座「八城人形
浄瑠璃」についてのお話や人形の操作方法などを座
員から教わり、実際に人形を操作したり、演目を実
演したりと伝統文化と触れ合いました。

伝統芸能を体験

　あんなか市民フェスティバルが開催され、10月
25日（日）には芸能協会発表大会、11月20日（金）～
23日（月・祝）には作品展や生け花体験会、子ども抹
茶体験コーナーなどが設置され、会場がにぎわいま
した。

あんなか市民フェスティバル

　高崎市城南野球場を会場として行われたキャッチ
ボールクラシック2015群馬大会で準優勝した安中
サンダースが、全国大会出場の報告のため、市を訪
れました。

安中サンダース 全国大会へ

　10月24日（土）に、碓氷峠ラン184が開催され、
秋の紅葉を楽しみながら高低差400メートルの碓氷
峠を1,050人のランナーが駆け抜けました。また、
昨年引き分けだった碓氷峠國盗り綱引き合戦では、
軽井沢消防と上州坂本宿綱引倶楽部が対戦し、上州
坂本宿綱引倶楽部が勝利しました。

高低差400メートルを競う

　11月1日（日）に、文化センターで第25回童謡フェ
スティバルが開催されました。市内13団体が出場
し、「まっかな秋」や「赤とんぼ」など誰もが親し
む曲や全体合唱での「もみじ」などが歌われ、日頃
の練習の成果が披露されました。

童謡フェスティバル
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　11月16日（月）に、安中市立松井田南中学校で市
内の中学３年生を対象に安中市商工会から入試合格
祈願通行手形が贈られました。これは、毎年、受験
生が志望校に合格できるよう贈られているもので
す。

入試合格祈願通行手形

　11月21日（土）に、文化センターで安中市青少年
健全育成市民のつどいが開催され、優良青少年表彰
として、「九十九ジュニアＶＢＣ」と「磯部若草子
ども会」の２団体が表彰されました。表彰式終了後
にはミュージカルが上演され、多くの人が楽しみま
した。

青少年健全育成市民のつどい

　11月16日（月）に、細野ふるさとセンター（細野地
区生涯学習センター）が群馬県教育委員会表彰を受け、
同センター生涯学習指導員の武井まつ子さんが桑原教
育長へ報告に訪れました。年代を超えた交流の場を提
供し、地域の輪が広がり、郷土愛を育む　「ふるさと
塾」が、特色ある事業として表彰されました。この表
彰は，特に事業内容･方法等に工夫をこらし、地域住
民の学習活動に大きく貢献している施設を優良公民館
として県教育委員会が表彰するものです。

優良公民館群馬県教育委員会表彰を受賞

　11月14日（土）に、「烏川防災講演会～昭和10年
烏川災害から80年～」として、現地見学会と講演会
が開催されました。午前中には烏川災害を受けて整
備された上秋間の大石砂防堰堤、棚橋砂防堰堤や中
後閑にある水害の記碑を見学し、午後は松井田文化
会館を会場として講演会や事業報告が行われました。

烏川防災講演会

　11月23日（月・祝）に、第３回安中市産業祭として、市役所特設会場で安中
城址にぎわい朝市が、ＪＡ碓氷安中本所で農業まつりが開催されました。多く

の人でにぎわった各会場では、地元の農産物をはじめ、さまざまな模擬店が出店しました。また、魚介類や水
産加工品、物産の販売や、飲食物の無料配布なども行われました。

安中市産業祭
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ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

安中市役所

市民
インフォメーション

information

安中市役所　☎382-111117

第10回安中市上毛かるた大会
　第10回安中市上毛かるた大会を次のとおり開催します。
日時▶１月31日（日）午前８時30
　　　分～（競技開始：午前９時）
場所▶安中体育館（旧安中高校）
※皆さん乗り合わせでお越しく

ださい。
※競技中のフラッシュ撮影はご遠慮ください。
問合せ▶松生涯学習課社会教育係（☎内線2243）
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職 種 名 作　　業　　名 級別 氏　名 住　所
機 械 加 工 マシニングセンタ作業 １級 綿貫　昌城 安中
表 装 壁装作業 １級 五十嵐庸浩 松井田町上増田
金 属 熱 処 理 一般熱処理作業 ２級 軣木　孝広 郷原
機 械 加 工 マシニングセンタ作業 ２級 齋藤　直弥 松井田町人見
鉄 工 構造物鉄工作業 ２級 小島　大貴 鷺宮
鉄 工 構造物鉄工作業 ２級 上原　杏太 板鼻
鉄 工 構造物鉄工作業 ２級 田村　竜斗 下後閑
ダ イ カ ス ト コールドチャンバダイカスト作業 ２級 金井　利樹 簗瀬
電子機器組立て 電子機器組立て作業 ２級 中山　皓平 原市
プラスチック成形 射出成形作業 ２級 上原　良毅 安中
機械・プラント製図 機械製図CAD作業 ２級 橋谷　祐一 高別当
造 園 造園工事作業 ３級 小川　賢冴 磯部
機 械 加 工 マシニングセンタ作業 ３級 清水　　樹 板鼻
機 械 加 工 マシニングセンタ作業 ３級 松原　　隆 安中
機 械 検 査 機械検査作業 ３級 内田　大成 松井田町下増田
ブ ロ ッ ク 建 築 コンクリートブロック工事作業 ３級 田中　良輔 原市
テクニカルイラ
ストレーション

テクニカルイラストレーション
CAD作業 ３級 橋谷　祐一 高別当

商 品 装 飾 展 示 商品装飾展示作業 ３級 東谷　萌花 安中
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行事カレンダー １月１日→２月15日

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

休館のご案内
恵みの湯	 1/1・5・19　2/2
峠の湯	 1/12・26　2/9
鉄道文化むら	 1/1・2・4・5・12・19・26　
	 2/2・9
文化センター	 （※は図書館のみ休館です）
	 1/1～1/3・5・12・13・19・26・
	 29※　2/2・9・12
文化会館　	 1/1～1/4・12・18・25・31
	 2/1・8・15

碓氷川熱帯植物園	 1/1～1/5・12・19・26　2/2・9
スポーツセンター	 （※は温水プールのみ休業です）
	 1/1～1/4・12・18・25※　
	 2/1・8※12・15
学習の森　　　	 1/1～1/3・5・12・13・19・26　
	 2/2・9・12
いきいき長寿センター　1/1～1/4・11・12・18・25　
	 2/1・8・12・15

日 曜日 行　　事　　名
 １月

1 金

2 土

3 日

4 月 ◦安中市交通指導員初点検
　14:00～

5 火

6 水

7 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

8 金

9 土 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

10 日
◦成人式
　文化センター　9:40～
　（受付9:00）

11 月

12 火

13 水

14 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

15 金

16 土

◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
◦安中市防災講演会
　文化会館　14:00～
◦早春の映画鑑賞会「あん」
　チケット発売日		文化会館		9:00～

17 日

◦本市民課休日窓口
　8:30～12:00
◦市民スキー大会
　軽井沢プリンスホテルスキー場
　8:30～
◦ふるさと学習館企画展関連講座
「『造士館』から『安中小学校』開校
まで」
　学習の森　13:30～15:30
◦機織り講座1（①/⑤）
　学習の森　10:00～12:00

日 曜日 行　　事　　名

18 月

19 火

20 水

21 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

22 金

23 土

◦機織り講座1（②/⑤）
　学習の森　10:00～12:00
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
◦図書読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00
◦市民健康公開講座
　文化会館　13:50～16:00

24 日 ◦機織り講座1（③/⑤）
　学習の森　10:00～12:00

25 月 ◦第１回農業委員会総会
　本　11:00～

26 火

27 水

28 木 ◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

29 金

30 土

◦機織り講座1（④/⑤）
　学習の森　10:00～12:00
◦ジェルキャンドル講座
　学習の森　10:00～12:00
◦「清水アキラ＆清水良太郎	親子
ライブ」　文化センター		14:30～

31 日

◦安中市上毛かるた大会
　安中体育館　9:00～15:00
◦機織り講座1（⑤/⑤）
　学習の森　10:00～12:00
◦群馬県100km駅伝競走大会
　正田醤油スタジアム群馬
　8:30～

 ２月

1 月 ◦初心者パソコン講座
　文化センター　9:00～16:00

日 曜日 行　　事　　名

2 火 ◦ひな人形展
　五料の茶屋本陣（～3/21）

3 水 ◦初心者パソコン講座
　文化センター　9:00～16:00

4 木 ◦初心者パソコン講座
　文化センター　9:00～16:00

5 金

◦市民献血
　松井田保健センター
　10:00～11:30　12:30～14:00
　松井田病院　15:00～16:00
◦初心者パソコン講座
　文化センター　9:00～16:00

6 土
◦スプリングフェスティバル
　松井田会場　文化会館
　　作品展　9:00～17:00

7 日

◦本市民課休日窓口
　8:30～12:00
◦市民マラソン大会
　スポーツセンター　8:30～
◦市民（親子）スキー教室
　湯の丸高原スキー場（市役所7:00～）
◦ふるさと学習館企画展関連講座
「お殿様の本棚」
　学習の森　13:30～15:30
◦スプリングフェスティバル
　松井田会場　文化会館
　　作品展　9:00～15:00
　　体験事業　10:00～
　　「城若座」公演　13:30～

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

◦スプリングフェスティバル
　安中会場　文化センター
　　体験　9:30～12:00
　　ステージ発表　13:10～14:30
　　記念講演　15:00～16:30
◦早春の映画鑑賞会「あん」
　文化会館　11:00～・14:00～
　（開場各15分前）

14 日

◦市民綱引き大会
　松井田体育館　8:30～
◦機織り講座2（①/⑤）
　学習の森　10:00～12:00

15 月 ◦初心者パソコン講座
　文化センター　13:00～16:00
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相 談 案 内  １月１日→２月15日

行政相談
　本　1/7・21　2/4　9時～12時
　松　1/4　2/1　13時30分～16時
無料法律相談
　本　1/8・15　2/5　13時～16時
　※要電話予約　本法制課（☎内線1043）
人権相談
　本　1/21　13時30分～15時30分
　松　1/15　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（本子ども課）
　月～金曜日（祝日を除く）　9時～16時
　※要電話予約　本子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　本　月～金曜日（祝日を除く）　8時30分～17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　本・松　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（本敷地内）
　月～金曜日（祝日を除く）9時～16時（☎382-2228）
労働相談
　本　第１・３火曜日　13時30分～16時
　※要電話予約　松商工観光課（☎内線2621）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（本・松）
　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（松青少年センター）
　メール相談（seishonen@city.annaka.gunma.jp）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　9時～14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（本・松）
　月～金曜日（祝日を除く）　8時30分～16時
　※要電話予約　本介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　松保健福祉課（☎内線2155）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター（☎382-8397）
　毎週木曜日（祝日を除く）　９時～11時30分
　松　第９会議室
　毎週月曜日（祝日を除く）　13時30分～16時
青色申告記帳相談
　安中商工会（☎382-2828）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
　松井田商工会館（☎393-1411）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約（☎382-0211）

給水管修理当番業者（1月1日～2月15日）

本庁市民課 休日窓口開設日１月は29日まで「乳がん・子宮頸がん」検診の集団
検診を実施します。

　また、結核検診、肝炎ウイルス検診、各種がん検診の個別検診につ
いては、乳がん・子宮頸がん検診を含め、市内医療機関にて今月30日
まで受診可能となっています。（※大腸がん検診は検体の提出が１月
30日までです。）２月以降は検診が受けられませんので、ご希望の検
診をまだ受けていない人は早めに受診しましょう。
　検診を受診の際は、オレンジ色の封筒に入っている「受診シール」
が必要となりますので、忘れずにお持ちください。
　詳細は、本健康づくり課（☎内線1172）までお問い合わせください。

1月17日			2月7日			※1/3はお休みです。
午前８時30分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

上水道と簡易水道の給水管の修理は、業者で行っていますので
漏水などの修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。	【安中市管工事協同組合	☎３８５－４４０１】

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
Ａ 今川設備 382-9433 Ｎ ㈲武美工業 382-5061
Ｂ ㈲入沢電気商会 382-1609 Ｏ ㈲田中工作所 385-4126
Ｃ 碓氷設備 381-2730 Ｐ ㈱半田組 385-8374
Ｄ ㈲内堀設備工事 393-0157 Ｑ ㈲福美商事 381-0293
Ｅ ㈲金子屋商店 393-0332 Ｒ ㈲松本住設 385-6278
Ｆ ㈲黒須設備工業 381-1148 Ｓ ㈱茂木設備 381-6616
Ｇ 群栄工業㈱ 393-1012 Ｔ ㈲山田タイル工業 381-0075
Ｈ 児玉工業㈲ 393-3118 Ｕ ㈱ヤマハチ・クボニワ 381-0435
Ｉ ㈲佐藤商店 395-2323 Ｖ ㈱ユタカ 385-7647
Ｊ 佐藤燃料㈱ 381-1111 Ｗ オオカワラ住器 382-1987
Ｋ ㈲渋谷設備 381-1262 Ｘ 反町備工 384-2058
Ｌ ㈲ジーワイ燃設 382-2891 Ｙ 第一設備工業㈲ 385-8769
Ｍ ㈲須藤工業 388-1178 Ｚ ㈱フェニックス 382-5262

１　　月 16日 Ｌ・Ｓ・Ｕ ２　　月
１日 Ｂ・Ｇ・Ｋ 17日 Ｂ・Ｔ・Ｖ １日 Ｉ・Ｏ・Ｕ
２日 Ｄ・Ｊ・Ｒ 18日 Ｊ・Ｘ・Ｙ ２日 Ｂ・Ｆ・Ｐ
３日 Ａ・Ｅ・Ｎ 19日 Ａ・Ｇ・Ｋ ３日 Ｊ・Ｌ・Ｓ
４日 Ｈ・Ｍ・Ｑ 20日 Ｄ・Ｍ・Ｒ ４日 Ａ・Ｔ・Ｖ
５日 Ｃ・Ｉ・Ｏ 21日 Ｃ・Ｅ・Ｎ ５日 Ｍ・Ｘ・Ｙ
６日 Ｆ・Ｐ・Ｗ 22日 Ｈ・Ｑ・Ｗ ６日 Ｃ・Ｇ・Ｋ
７日 Ｌ・Ｓ・Ｚ 23日 Ｉ・Ｏ・Ｚ ７日 Ｄ・Ｒ・Ｗ
８日 Ｔ・Ｕ・Ｖ 24日 Ｆ・Ｐ・Ｕ ８日 Ｅ・Ｎ・Ｚ
９日 Ｂ・Ｘ・Ｙ 25日 Ｂ・Ｌ・Ｓ ９日 Ｈ・Ｕ・Ｑ
10日 Ｇ・Ｊ・Ｋ 26日 Ｊ・Ｔ・Ｖ 10日 Ｂ・Ｉ・Ｏ
11日 Ａ・Ｄ・Ｒ 27日 Ａ・Ｘ・Ｙ 11日 Ｆ・Ｊ・Ｐ
12日 Ｅ・Ｍ・Ｎ 28日 Ｇ・Ｋ・Ｍ 12日 Ａ・Ｌ・Ｓ
13日 Ｃ・Ｈ・Ｑ 29日 Ｃ・Ｄ・Ｒ 13日 Ｍ・Ｔ・Ｖ
14日 Ｉ・Ｏ・Ｗ 30日 Ｅ・Ｎ・Ｗ 14日 Ｃ・Ｘ・Ｙ
15日 Ｆ・Ｐ・Ｚ 31日 Ｈ・Ｑ・Ｚ 15日 Ｇ・Ｋ・Ｗ

健康通信



豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2016年1月1日号 20

人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安中地域 22,555 23,222 159 220 合　計 60,373人
松井田地域 6,871 7,270 27 49 世帯数 24,499
合　計 29,426 30,492 186 269（平成27年11月末日現在）

2016
（平成28年）
1月1日号
vol.118

皆さんの声をお待ちしております
　市役所本、松、各地区の公民館・生涯
学習センターに、皆さんの声をお聞きす
るため、「市民の声」を投函できるポスト
を配置しております。

　ドリアン助川の同名小説を、川瀨直美監督が映画化した人生ドラマ。
縁あってどら焼き屋「どら春」の雇われ店長として単調な日々をこな
していた千太郎。ある日、その店の求人募集の張り紙を見て、そこで
働くことを懇願する一人の老女、徳江が現れ、どら焼きの粒あん作り
を任せることに。徳江の作った粒あんはあまりにも美味しく、みるみ
るうちに店は大繁盛。そんな中、徳江は店の常連客である中学生のワ
カナと親しくなるが、やがて心ない噂が流れ、彼らの運命を大きく変
えていくことに・・・。
主演 樹木希林と実孫 内田伽羅、市原悦子、永瀬正敏など豪華キャス
トで贈る『心揺さぶる作品』を、ぜひご覧ください。
日時▶２月13日（土）　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　　　　　　　　 二部：午後２時～（開場：午後1時45分）　
場所▶安中市松井田文化会館　大ホール
料金▶全席自由　前売800円　当日1,000円
※安中市松井田文化会館、安中市文化センター、富岡市かぶら文化ホールの各窓口にて、１月16日（土）午前９時

からチケット前売開始。
※３歳未満入場不可。
問合せ▶安中市松井田文化会館（☎393-4400）

　東京大衆歌謡楽団は、唄・髙島孝太郎（31）、アコーディオン・髙島
雄次郎（30）、ウッドベース・髙島龍三郎（27）の3人による兄弟ユニット。
　古き良き昭和初期の流行歌にこだわり、バンド名と同じタイトル「東
京大衆歌謡楽団」のCDとカセットを同時発売。
　浅草や上野などでの路上ライブや全国のホールコンサートで中高年の
方々の熱烈な支持を得ている。
　2015年3月新しくメンバーとしてウッドベースに三男、龍三郎が加
入。新生「東京大衆歌謡楽団」としてスタートした。
日　時▶３月12日（土）午後２時～（開場：午後１時30分）
場　所▶安中市文化センター　ホール
チケット▶全席指定　前売1,000円　当日1,500円
※安中市文化センターの窓口にて、チケット好評販売中。
※未就学児の入場不可。
主　催▶安中市教育委員会
問合せ▶安中市文化センター（☎381-0586）

L I V E
東京大衆歌謡楽団コンサート

昭和初期の名曲を唄う　
～今、日本人として唄わなければならない歌がある～

M O V I E

早春の映画鑑賞会　あん
― たくさんの涙を超えて、生きていく意味を問いかける ―



所得税および復興特別所得税と市・県民税の申告
申告の日程

高崎税務署による所得税および復興特別所得税の確定申告受付
会場▶ビエント高崎（エクセルホール）　高崎市問屋町2丁目7番地
期間▶2月15日（月）～3月15日（火）（土・日曜日を除く）および、2月21日と28日の日曜日
時間▶午前9時～午後4時
※この期間は高崎税務署には申告会場がありませんので、ご注意ください。
※この期間以外は高崎税務署での申告・相談になります。
※申告書の作成には時間を要しますので早めにおでかけください。

市県民税の申告受付ならびに市による所得税および復興特別所得税の確定申告のご相談
会場▶市役所本・松
期間▶2月15日（月）～3月15日（火）（土・日曜日を除く）
時間▶午前9時～午後4時
※所得税および復興特別所得税の確定申告については、市県民税の申告受付と並行して行います。簡易な内

容のものに限り相談を受け付けますが、次のいずれかに該当する人の確定申告のご相談は、原則として市
ではお取扱いできません。

○青色申告の人 ○住宅借入金等特別控除の適用を初めて受ける人
○土地・建物の売却による収入があった人 ○株式の売却による収入があった人
○雑損控除の適用を受ける人 ○繰越控除（純損失・雑損失）の適用を受ける人
○先物取引による収入があった人 ○外国為替証拠金取引（FX）による雑所得があった人
○肉用牛の売却による所得があった人 ○山林所得があった人
○修正申告・更正の請求をする人 ○贈与税・消費税の申告をする人

※上記以外にも、ビエント高崎をご案内する場合がありますのでご了承ください。

税の申告に必要な物
共通 全 て の 人 はんこ、通帳等口座番号がわかるもの、申告案内はがき（届いた人）、

確定申告書（税務署から届いた人）

収
入
金
額
等
を

証
明
す
る
も
の

給 与 ・ 公 的 年 金
収 入 が あ っ た 人 給与・公的年金の源泉徴収票（原本）

個 人 年 金 収 入 が あ っ た 人 支払先から発行された支払通知書等
営 業 ・ 農 業 ・ 不 動 産
収 入 が あ っ た 人

収支内訳書、決算書等
※収入と必要経費を科目ごとに集計してお持ちください。

シルバー人材センター配分金・
保険満期金・その他の所得があった人

収入額がわかるもの（支払通知書・支払調書・買取証明書など）
必要経費が分かるもの

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
際
の
証
明
と
な
る
も
の
（
例
）

社 会 保 険 料 を 支 払 っ た 人

国民年金保険料、任意継続保険料の支払証明書・領収書、国民健康保
険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の納付額確認書・領収書
※生計を一にする親族の社会保険料を支払った場合も控除の対象にす

ることができます。
※納付書や口座振替で納めている保険料等の控除には申告が必要です。

生 命 保 険 料 ・ 地 震 保 険 料 を
支 払 っ た 人 保険会社から発行された控除証明書

扶 養 す る 親 族 が い る 人 扶養する親族に収入がある場合はその人の源泉徴収票等
ご 自 身 や 扶 養 親 族 が
障 が い を お 持 ち の 人

本人や扶養親族の身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳、障害者控除対象者認定書等

医 療 費 を 支 払 っ た 人

医療費の領収書
補てんされた金額がわかるもの
おむつ使用証明書
※あらかじめ集計し裏面の明細書を記載してお持ちください。
※インフルエンザ等予防接種や診断書代は控除対象外です。
※生計を一にする親族の医療費も控除の対象にすることができます。

寄 附 金 控 除 の 対 象 と な る
寄 附 を し た 人 寄附した団体から発行された領収書・証明書

大学・高校などの学生で勤労
学生控除を受けようとする人 学生証等



平成 27 年分　医療費の明細書
この明細書は申告書と
一緒に提出してください

住所

氏名

医療を受けた人 続柄
病院・薬局などの
所在地・名称

控除の対象となる医療費の内訳

治療内容・医薬品名など 支払った医療費

左のうち保険金などで
補てんされる金額

合　　　　　　　計 Ａ Ｂ

※欄が不足する場合は医療を受けた人・病院ごとに集計して記載してください

●申告前に下記の項目をチェックしてください。
□ 医療費の領収書は原本ですか？
　 　※医療費控除の申告には、領収書の提示または提出が必要です。
□ 領収書の日付は、平成27年1月1日から12月31日の間ですか？
□ 領収書の中に、健康保険組合などから交付される「医療費のお知らせ」が含まれていませんか？
　　 ※「医療費のお知らせ」は、「医療費の領収書」には当たりませんのでご注意ください。
□ 生命保険・損害保険会社からの保険金や健康保険組合からの高額医療費は記入しましたか？
　　 ※保険金などの補てん金は、その給付目的となった医療費を限度として差し引きます。
□ インフルエンザなどの予防接種や人間ドックなど健康診断にかかる費用は控除の対象となりませんが
　 除いてありますか？

●医療費控除額は、次の計算式を用いて算出します。

A 支払った医療費 − B 保険金などで
　補てんされる金額 − 総所得金額等の5％または

10万円のいずれか低い額 ＝ 医療費控除額

※所得の金額が200万円未満の場合は、支払った医療費が10万円以下でも該当する場合があります。
　（例：医療費8万円　補てん金1万5千円　所得金額120万円の場合）
　8万円−1万5千円−（120万円×5％）＝5千円（医療費控除額）

※医療費控除を受ける場合に使用してください。



申告フローチャート スタートから矢印に沿って進んでください

はい

いいえ

スタート

Ü

平成28年1月1日に安中
市に住民票がありました
か？

Ü
はい

いいえ

Ü

平成27年1月1日から
12月31日までに収入が
ありましたか？

Ü

Ü
収入は、遺族・障害年
金、失業保険等の非課税
所得だけでしたか？

はい

いいえ

Ü

給与所得者でしたか？

Ü

はい

いいえ

Ü

勤務先から安中市に「給
与支払報告書」が提出さ
れていますか？
（不明な場合は勤務先に
確認してください。）

Ü

はい

いいえ

Ü

給与以外に収入（年金・
営業・農業・不動産など）
がありましたか？

Ü

はい

いいえ

Ü

給与以外の所得は、
20万円を超えていまし
たか？

Ü
いいえ

Ü いいえ

Ü いいえ

はい

同居親族の控除対象配偶
者・扶養控除対象者にな
っていますか？

Ü
はい

Ü

はい

はい

公的年金収入がありまし
たか？

いいえ

所得税および復興特別所
得税の確定申告をします
か？
（納付・還付など）

Ü

税務署に確定申告書を
提出してください。

平成28年1月1日に
住民票があった
市区町村にお問い
合わせください。

市県民税の申告が
必要です。

市県民税の申告が
必要です。

市県民税の申告が
必要です。

市県民税の申告は
不要です。

税務署に確定申告書を
提出してください。

公的年金の人の
フローチャートを
ご覧ください。
（次のページ）

申告は原則不要ですが、
福祉その他の行政サービス
の適用を受ける場合には、
申告が必要になる場合が

あります。

このフローチャートは、一般的な例を示してあります。市県民
税の申告が不要でも、源泉徴収税額によっては、確定申告をし
なければならない場合もあります。また、控除額が所得よりも
大きい場合は、確定申告をしなくてもよい場合もあります。



公的年金の収入があった人のフローチャート

公的年金等の
源泉徴収票をご確認ください。

スタート 公的年金以外の所得がありましたか？

はいÜ

所得税および復興特別所得税が公的年金等から
源泉徴収されていますか？

所得税および復興特別
所得税が源泉徴収され
ていますか？

所得税および復興特別
所得税を計算すると還
付になる。

はいÜ
所得税および復興特別
所得税を計算すると還
付になる。

平成27年1月1日から
12月31日の間に公的年
金等収入の合計額が次の
金額を超えますか？
65歳未満：98万円
65歳以上：148万円
※65歳未満：昭和26年
　1月2日以後生まれ
※65歳以上：昭和26年
　1月1日以前生まれ

公的年金等の源泉徴収票の
所得控除に変更または追加
がありますか？

Ü いいえ

はいÜ いいえ

はい Üいいえ

はい いいえいいえ

はいいいえ

はいÜ

はい

公的年金以外の所得は、20万円を超えていま
したか？

Ü いいえ

Ü いいえ

申告は不要です。
市県民税の申告が
必要です。

税務署に確定申告書を
提出してください。

市県民税の申告が
必要です。

ご本人の控除に変更がありますか？

配偶者や扶養の控除に変更がありますか？

このほかに納付書などで納めた
保険料がありますか？

源泉徴収票に記載された控除に変更がある
場合は、申告によって変更することができます。

（注１）公的年金の収入が400万円を超える人については、上記のフローチャートにかかわらず、税務署への確定
　申告書の提出が必要な場合があります。
（注２）所得税が納税とならない場合は、市県民税の申告が必要です。
◎公的年金等の収入が400万円以下の人の申告について
　公的年金等の収入が400万円以下で、公的年金等に係る所得以外の所得が20万円以下の場合、平成23年分より
確定申告書の提出は不要となりました。ただし、所得税の還付を受けるには確定申告書の提出が必要です。
　また、確定申告書を提出しない人でも、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない控除を市県民税の計算
に適用するには、市県民税申告書の提出が必要です。
（例：医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、公的年金等から天引きされていない社会保険料の控除、源
泉徴収票に記載のない扶養控除・障害者控除・寡婦控除・寡夫控除等）

（注１） （注１） （注１）

（注２）


